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1. はじめに
　近年，WWWの普及により，ユーザはWebページ

群から手軽に欲しい情報を得ることができるようになっ
た．ユーザは大量のWebページ群を閲覧する過程で，過
去に閲覧したWebページを再度，閲覧したくなること
がある．この場合，ユーザはブラウザの履歴検索機能を
用いて，閲覧履歴からもう一度閲覧したいWebページを
再発見する必要がある．しかし，検索エンジンを用いて，
もう一度閲覧したいWebページを再発見するには困難
な場合がある．ユーザがWebページの内容を曖昧にし
か覚えていない場合，もう一度閲覧したい Webページ
を再発見するための適切なキーワードを思いつけない．
そのため，ユーザは検索エンジンを使えない．
　本研究では，ユーザがもう一度閲覧したいWebペー
ジの内容を表すキーワードが分からず，もう一度閲覧し
たいWebページを再発見できない状態をうろ覚え状態
とする．ユーザがうろ覚え状態時に，もう一度閲覧した
いWebページを目的Webページとする．本論文では，
キーワード以外の情報を使い，目的Webページを絞り
込む手法を提案する．

2. 閲覧履歴における検索
　ユーザはWebページを閲覧したさいに，そのWeb

ページの漠然とした内容を，キーワード以外にもさまざ
まな情報群からもうろ覚えしている．これらの情報群は，
閲覧履歴から目的Webページを探すさいの手がかりに
なると考えられる．またうろ覚え状態であるため，これ
らの情報群に関してもうろ覚えしていることが考えられ
る．そして，キーワード以外の情報というのは単独では
目的Webページが含まれると思われるWebページ群を
絞り込む力が弱いと考えられる．そのため，これらの情
報群を検索に利用する場合は単独で使うのではなく，複
数の情報群を用いて検索に利用する必要があると考えら
れる．Webページの閲覧と結びつく情報を条件として閲
覧履歴内を調べることで，ユーザは目的Webページの
内容を表すキーワードが分からない場合でも，目的Web
ページを閲覧履歴から探し出せると考えられる．

3. うろ覚えのWebページの再発見支援
3.1 質問回答による目的Webページの再発見
本論文では，ユーザのうろ覚え状態において，目的

Webページの再発見を支援する手法を提案する．本手法
では，ユーザへ対話的に質問しその回答を取得すること
を繰り返す．質問の回答に合致するWebページ群に得
点付けをし，ランキング形式で提示することで目的Web
ページを再発見する．本手法の全体図を図 1に示す．ま
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図 1: 全体図

ず、ユーザに対して「はい」または「いいえ」で答えら
れる質問をすることで，閲覧履歴から目的Webページ
を再発見するために，目的Webページがキーワード以
外のどんな特徴を持っているかを答えさせる．本手法で
は，予めいくつかの質問が設定されている．ユーザに対
して，設定された中から 1つ質問をする．次にユーザは
質問に対して，「はい」「いいえ」「分からない」の 3択で
回答する．ユーザは目的Webページに対してうろ覚え
状態であるため，目的Webページの特徴に関して詳細
な情報を入力できないと考えられる．そこで 3択で答え
させることによって，ユーザは目的Webページが質問
にある特徴を含むか否かを判断するだけで良い．「分から
ない」はユーザが質問に答えられない場合に選択する．
そして質問の回答に合致する閲覧履歴中のWebページ
群に得点付けをする．これは，質問の回答から得た目的
Webページの特徴を使って閲覧履歴から目的Webペー
ジの候補を絞り込むためである．その後閲覧履歴から得
点の高い順にWebページ群をユーザに提示する．回答
による閲覧履歴のWebページ群の得点付けがされる度
に，ユーザに提示するWebページ群を更新する．1つの
質問による得点付けの結果をすぐに確認できることで，
その度にユーザは目的Webページがあるかどうか確認
できる．最後にユーザが以上の手順を繰り返すと応答し
た場合，次に設定された質問を使って繰り返す．現在提
示されているWebページから目的Webページを発見で
きた場合，ユーザは繰り返さない旨を応答する．
3.2 質問のための指標群
本手法ではまず，ユーザに対して質問をする．ユーザ

に対する質問の回答から目的Web ページの特徴を把握
することで，閲覧履歴からユーザの目的Webページを絞
り込む．2章で述べたように，ユーザが目的Webページ
を閲覧した事実，あるいは漠然とした内容を表す情報が
当該Webページを閲覧履歴から探す手がかりになると
考えられる．ここで，質問が対象とする内容を指標と定

FIT2012（第 11 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2012 by 
The Instiute of Electronics, Information and Communication Engineers and 
Information Processing Society of Japan  All rights reserved.

 81

D-002

(第2分冊)



義する．指標が満たすべき条件として，うろ覚え状態で
もユーザが記憶している可能性の高い内容であるという
ことが考えられる．本手法は質問に対するユーザの回答
に基づき閲覧履歴から目的Webページを発見する．ユー
ザが記憶していない内容を質問した場合，「分からない」
と回答され，目的Webページの特徴を取得できない．そ
のため本手法はこの条件を満たす指標に基づいた質問を
設定する必要がある．

4. 被記憶ページ特徴群の発見と検証
4.1 予備実験
　提案手法では，目的Webページの特徴をユーザか

ら取得するために，予め質問群を設定する必要がある．
3.2節で述べた通り，質問は指標に基づいて設定される．
指標とは，ユーザがうろ覚え状態でも，記憶している可
能性の高いWebページの内容である．ユーザがうろ覚
え状態でも，記憶している可能性の高い内容を調査する
ための実験 1を実施した．被験者は 10名で，出題者と
被験者の 2名 1組で以下の手順に従って実施した．まず，
被験者に対して，ランダムにテーマを与え，そのテーマ
に関するWebページを検索エンジンから検索し，閲覧
してもらった．テーマを変更し，再び検索，閲覧しても
らうことを計 3回繰り返した．このさいのWebページ
閲覧履歴を収集した．次に，被験者の閲覧したWebペー
ジ群から，被験者に分からないように出題者がランダム
にWebページを 1つ選択した．ここで，出題者の選択し
たWebページを選択Webページと定義する．被験者が
選択Webページを特定するために，出題者に対して選
択Webページの特徴に関して質問をしてもらう．このと
き，被験者は選択Webページが閲覧履歴中のどのWeb
ページか分からない．また質問をするさいには，「はい」
または「いいえ」で答えられる質問をしてもらう．被験
者が質問を思いつかなくなる，または，選択Webペー
ジを特定できるまで質問を繰り返してもらう．表 1は実
験のさいに，被験者から得られた質問をまとめたもので
ある．質問事項とは，被験者が質問した内容を主観的に
何を表しているかを分類したもので，質問人数とは，そ
の質問事項に対して質問をした人数を表している．表 1
より，画像と背景色に関する内容の質問が多かった．つ
まり，画像，背景色は指標として有効である可能性が高
い．背景色を条件としてWeb閲覧履歴を検索すること
で，Webページを表すキーワードが分からない場合で
も，目的Webページを再発見できることが報告されて
いる [1]．そこで，今回は画像について考察する．画像
はユーザによって記憶されている可能性が高いことは分

表 1: 各質問事項別データ

質問事項 質問人数
画像 9 名
背景色 8 名
テキスト 6 名
リンク 5 名
動画 4 名

メニューバー 4 名
広告 4 名
ブログ 4 名
フラッシュ 3 名

表 2: 印象に残っているWebページの順番

被験者 グループ A 被験者 グループ B

1 b→ e→ c′→ d→ a 6 b→ c′′→ d→ e→ a
2 b→ c′→ e→ a→ d 7 e→ b→ c′′→ d→ a
3 c′→ a→ e→ d→ b 8 b→ e→ c′′→ a→ d
4 c′→ e→ b→ a→ d 9 b→ e→ a→ c′′→ d
5 b→ c′→ e→ a→ d 10 e→ b→ c′′→ a→ d

かったが，被験者から取得できた質問は，「人の画像があ
りますか？」や「ブランドのロゴ画像がありますか？」
など人によって定義の基準が異なるものばかりであった．
質問はユーザに対して「はい」または「いいえ」で回答
できるために質問基準を明確化する必要がある．また既
存研究より，Webページの内容を初めかららじっくり読
むユーザは少なく，79％のユーザはざっと目を通すだけ
であるということが分かっている [2]．短い閲覧時間で
画像があることをユーザが認識するためには，画像の大
きさが重要であると考えられる．

4.2 本実験
本実験では画像について質問の判断基準を設定するた

めに，被験者 10名を対象として，画像の大きさと記憶さ
れやすさについて検証した．まず，Webページ a, b, c, d, e
の 5つ用意した．ここで，Webページ cの画像の 1つを
拡大編集したWebページをWebページ c′，縮小編集し
たWebページをWebページ c′′とする．被験者 10名を
2つのグループA,Bに 5人ずつに分け，グループAの被
験者には，Webページ a, b, c′, d, eの順にWebページを
見てもらった．グループ Bの被験者には，Webページ
a, b, c′′, d, eの順にWebページを見てもらった．その後，
被験者に閲覧したWebページ群から印象に残っている
Webページの順番を答えてもらった．グループ Aの被
験者とグループ Bの被験者で，印象に残っているWeb
ページの順番に違いがあるのかを検証した．本実験の結
果を表 2に示す．表 2より画像を拡大したWebページ
の方が，画像を縮小したWebページよりも印象に残り
やすいことが確認できる．つまり，画像の大きさという
指標を基に，質問を設定することで，有効な質問になる
可能性が示された．

5. おわりに
　本論文では，うろ覚えのWebページを再発見する

手法を提案した．今回は，有効な指標に成りうるものを
複数用意できなかったため，本手法自体の有用性を検証
できなかった．今後は，質問を設定するために有効な指
標群を得る実験をさらに行い，本手法の評価を試みたい．
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